
11月の人口のうごき

出生47 男56 女11

死亡51 〃15 〃16

転入98 〃44 ぺ54

転出167 列Oろ ら54

世帯 9．072

人口46．985
男22．898
女24．087
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※
各
戸
配
布
綴
っ
て
保
存
し
ま
し
よ
う

住
み
よ
い
大
野
を

　
　

あ
な
た
の
手
で

市長に手紙を 旬間

期間12月10日～20日まで

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お

き
き
し
て
広
く
明
る
い
市
政

を
行
5
た
め
年
中
レ
つ
で
も

「
市
民
の
声
」
を
歓
迎
し
て

お
り
ま
す
が
特
に
最
近
は
・
市

庁
舎
の
建
設
、
災
害
の
復
旧

区
画
整
理
事
業
な
ど
た
く
さ

ん
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で

積
極
的
に
皆

さ
ん
の
声
を

お
き
き
す
る

た
め
、
「
市

長
に
手
紙
を

出
す
旬
間
」

を
も
う
け
ま

し
た
。

市
政
に
関
す

る
皆
さ
ん
方

の
建
設
的
な

御
意
見
な
り
御
要
望
を
ど
し

ど
し
投
書
し
て
下
さ
い
。
投

書
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名
を

明
記
の
う
え
投
書
と
表
示
し

て
下
さ
い
。

届
け
先

大
野
市
役
所
総
務
課

　

広
報
係
気
付

大
野
市
長
あ
て

市
税
の
減
免
な
ど
六
議
案

使
用
料
、
手
数
料
に
も
滞
納
処
分

臨
時
市
議
会

　

第
三
十
八
回
大
野
市
臨
時

市
議
会
は
、
十
一
月
四
日
か

ら
六
日
間
下
庄
出
張
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

第
一
日
は
各
議
案
の
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
り
、
委
員

会
に
附
託
し
て
休
会
。
九
日

の
本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ

う
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
六
十
七
号

　

大
野
市
庁
舎
建
設
特
別
委

　

員
会
設
置
の
件

市
庁
舎
の
建
設
は
慎
重
を
要

す
る
の
で
．
特
別
委
員
会
の

設
置
を
決
め
構
成
人
員
は
九

名
と
し
て
投
票
の
結
果
、
次

の
よ
う
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

（
⑤
印
委
員
長
〇
副
委
員
長
）

⑩
稲
津
忠
右
衛
門

〇
四
方
憲
二

　

松
田
京
松

　

高
田
市
左
衛
門

　

石
田
政
治

　

中
川
甫

　

高
田
新
左
衛
門

　

安
川
高
三

　

近
藤
又
右
衛
門

議
案
第
六
十
八
号

電
源
開
発
特
別
委
員
会
設

置
の
件

奥
越
の
電
源
開
発
を
促
進
す

る
こ
と
は
市
の
発
展
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
の
で
、
こ
の

問
題
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
特
別
委
員
九
名
を
投
票

に
よ
り
選
出
し
ま
し
た
。

こ
加
藤
哲
治
郎

〇
安
土
義
雄

林
達
也

大
下
吉
夫

帰
山
静

尾
崎
真
一

砂
子
貞
一

野
尻
源

多
田
忠
直

議
案
第
六
十
九
号

　

専
決
処
分
事
項
の
報
告

昭
和
三
十
四
年
度
消
防
施
設

整
備
の
た
め
損
害
保
険
会
社

よ
り
の
借
入
金
壱
百
万
円
（

利
子
年
七
分
二
厘
）
を
昭
和

三
十
九
年
五
月
二
十
日
ま
で

に
償
還
す
る
●

議
案
第
七
十
号

大
野
懲
諸
収
入
金
に
対
す

る
督
促
及
び
滞
納
処
分
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
の

納
期
限
内
に
納
入
し
な
い
も

の
に
つ
い
て
、
事
務
処
理
を

規
定
し
ま
し
た
．
ご
れ
に
よ

つ
て
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

に
つ
い
て
も
滞
納
処
分
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
・

議
案
第
七
十
一
号

　

大
野
市
手
数
料
条
例
の
一

　

部
改
正
に
つ
い
て

取
扱
に
つ
い
て
は
従
来
と
変

り
は
な
い
が
、
条
例
に
不
合

理
な
点
が
あ
る
の
で
改
正
し

た
も
の
●

礒
案
第
七
十
二
号

昭
和
三
十
四
年
八
月
お
よ

び
九
月
の
水
害
に
よ
る
被

害
者
に
対
す
る
市
税
の
減

免
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

こ
の
条
例
に
ょ
っ
て
今
度
の

災
害
を
受
け
ら
れ
た
方
の
市

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
．

納
税
強
調
月
間
期間

十
二
月
一
日

十
二
月
三
十
一
日

　

年
の
瀬
と
も
な
り
何
か
と

経
費
も
御
入
用
の
こ
と
で
し

ょ
う
が
、
ま
ず
納
税
完
遂
か

ら
お
始
め
下
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

月
間
中
は
係
員
が
出
張
し

ま
し
て
徴
税
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
か
ら
．
こ
の
機
会
に

全
部
完
納
さ
れ
、
晴
れ
ば
れ

と
し
た
気
持
で
新
年
を
迎
え

て
下
さ
る
よ
う
特
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

災害復旧

査
定
総
額
は

七
八
、
八
八
一
千
円

申
請
の
八
八
・
五
三
％

　

今
次
の
災
害
復
旧
工
事
の

国
の
査
定
は
十
一
月
十
一
日

か
ら
十
一
月
二
十
七
日
ま
で

関
係
各
価
か
ら
の
査
定
官
に

よ
っ
て
行
ま
わ
れ
、
次
の
よ
う

に
決
り
ま
し
た
。

　

市
が
申
請
し
ま
し
た
の
は

全
部
で
五
八
ヵ
所
八
九
、
〇

九
一
千
円
で
す
が
、
こ
の
約

八
八
・
五
三
％
七
八
、
八
八

一
千
円
、
五
十
六
ヵ
所
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
災
害
復
旧
の
全
査

定
が
終
っ
た
ま
わ
け
で
す
が
、

こ
の
前
の
査
定
を
含
め
て
八

十
一
ヵ
所
総
額
九
七
、
〇
二

二
千
円
と
な
り
ま
す
。
な
お

こ
ん
ど
査
定
さ
れ
た
も
の
は

次
の
と
お
り
。

　

晨
務
関
係

　
　

（
三
二
、
一
八
五
千
円
）

新
田
農
地
復
旧

　
　
　

一
、
二
三
一
ア
ー
ル

七
板
〃
三
〇
二
ア
ー
ル

新
河
原
〃
四
六
五
ア
ー
歩

柿
ヶ
島
″
八
九
ア
ー
ル

花
房
″
一
四
ア
ー
ル

唯
野
農
業
施
設

　
　
　

水
路
三
五
m

蕨
生
東
〃
一
八
m

七
板
〃
一
六
五
m

　
　
　

”
二
〇
五
m

新
河
ま
原
″
一
一
五
四
m

落
合
頭
首
工
一
ヵ
所

下
黒
谷
水
路
五
八
m

上
黒
谷
″
四
三
m

上
黒
谷
頭
首
工
一
ヵ
所

桜
久
保
水
路
七
〇
m

中
津
川
頭
首
工
一
ヵ
所

　

林
務
関
係

　

（
一
冊
一
三
四
千
円
）

小
池
林
道
二
五
m

こ
I
ノ
又
林
道
二
九
m

　
　
　

木
場
二
三
m

鍋
ヶ
平
木
橋
二
六
m

谷
山
永
久
唆
二
I
m

　
　
　
　
　

取
付
道
路
共

　
　

″
八
二
m

　
　
　
　
　

取
付
道
路
共

　
　

林
道
四
ヵ
所
二
〇
五
m

池
ヶ
原
永
久
陽
二
〇
m

　
　
　
　
　

取
付
道
路
共

　
　
　

永
久
橋
二
二
m

　
　
　
　
　

取
付
道
路
共

林
道
三
力
岬
T
O
六
m

モ
ッ
カ
平
永
沢
鴎
八
m

　
　
　
　

林
辺
七
m

？
慶
与
昧
道
二
ヵ
所
七
八
m

　
　

計
T
ハ
カ
所

　

建
設
関
係

　

（
三
門
、
五
六
ゾ
フ
円
）

乙
道
路

　

仙
翁
谷
線
（
一
二
I
所
）

　
　
　
　
　

六
七
二
・
五
m

　

柿
ヶ
島
’
l
叫
胎
原
線

　
　
　
　
　
　
　
　

五
四
m

Λ
橋
梁

　

竜
仙
陵
札
森
線
禎
家
橋

　

仙
翁
谷
線
二
、
四
、
五
号
橘

　

下
郷
橋

ム
河
川

　

羽
生
川
花
房
地
籍

　
　
　
　

護
岸
二
三
m

　

唐
谷
川
不
動
堂
〃

　
　
　
　

″
四
∵
九
m

　

湯
谷
川
芸
道
〃

　
　
　
　

″
一
二
m

　

済
滝
川
宝
慶
寺
〃

　
　
　
　

二
ヵ
所
一
二
五
m

写
真
は
上
Ξ
ヵ
月
ぶ
り
に
開

通
し
た
勝
原
橋

下
東
五
ヵ
橋

新
年
祀
賀
会

申
込
み
二
十
日
ま
で

　

恒
例
の
市
民
年
賀
会
を
次

の
と
お
り
催
し
ま
す
か
ら
、

ご
希
望
の
方
は
十
二
月
二
十

日
ま
で
に
市
の
総
務
課
、
ま

た
は
各
出
張
所
へ
お
申
込
み

下
さ
い
。

◇
と
き
昭
和
三
十
五
年

　
　
　

一
月
日
午
前
十
時

◇
と
こ
ろ
大
野
公
民
館

◇
会
費
百
円
（
申
込
と

　
　
　
　
　

同
時
納
入
）

◇
主
催
大
野
市

母子福祉大会

子
女
の
就
職
を
公
平
に

保
険
税
の
軽
減
な
ど

市
内
に
．
夫
を
失

い
幼
児
を
か
か
え

て
生
活
の
苦
難
と
た
た
か
い

な
が
ら
生
き
る
お
母
さ
ん
た

ち
の
未
亡
人
会
は
約
五
〇
〇

名
。
こ
れ
等
の
人
た
ち
は
日

常
生
活
中
の
い
ろ
い
ろ
困
難

な
問
題
を
、
み
ん
な
力
を
合

せ
て
解
決
し
よ
う
と
、
十
一

月
七
日
大
野
公
民
館
で
母
子

福
祉
大
会
を
ひ
ら
き
、
真
け

ん
に
話
合
い
ま
し
た
。

　

貯
蓄
組
合
を
作
っ
て
貯
蓄

に
心
掛
け
、
強
く
正
し
く
了

供
を
守
り
立
派
な
社
会
人
と

し
て
育
て
あ
げ
る
こ
と
か
申

合
せ
。
次
の
よ
う
な
こ
と
を

決
巌
文
と
し
て
関
係
方
面
へ

お
く
り
ま
し
た
。

①
子
女
の
就
職
は
9
子
家
族

　

で
あ
る
と
の
洞
見
で
取
扱

　

わ
な
い
よ
う

②
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　

を
し
て
ほ
し
い

③
母
子
轜
祉
年
金
の
支
給
範

　

囲
を
生
別
母
子
家
庭
に
も

　

拡
大
し
、
年
金
額
を
二
千

　

円
に
増
額
さ
れ
た
い

④
母
子
家
庭
の
福
祉
増
進
の

　

た
め
助
成
の
増
額
を
期
さ

　

れ
た
ま
い
。

制
服
制
帽
で
入
場
式

1
9
チ
ー
ム
三
〇
〇
名
が
参
加

大野市少年野球

大
野
市
少
年
野
球
連

盟
、
福
井
新
聞
社
大

野
総
局
共
催
の
第
一

回
大
野
市
少
年
野
球

大
会
は
十
一
月
七
日

午
後
一
時
半
か
ら
有

終
中
学
校
ク
ラ
ウ
ン

ド
で
開
会
、
参
加
十
九
チ
ー

ム
選
手
約
三
〇
〇
名
が
有
終

中
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
合
せ

て
入
場
行
進
を
行
い
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
に
整
列
、
岡
旗
掲
揚

開
会
宣
言
の
あ
と
寺
島
大
会

長
代
理
か
ら
勝
敗
に
こ
だ
わ

ら
ず
元
気
よ
く
や
っ
て
下
さ

い
と
あ
い
さ
つ
、
選
手
代
表

高
井
保
治
君
は
正
々
堂
々
と

戦
い
ま
す
と
宣
誓
、
大
野
正

鳩
会
の
ハ
上
二
百
羽
が
舞
い

立
ち
大
会
気
分
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

学
友
ク
亀
城
を

く
だ
し
優
勝

　

試
合
は
大
高
、
行
中
、
有

巾
、
下
片
ふ
の
四
校
庭
て
そ

れ
ぞ
れ
熱
ま
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
、
学
友
、
亀
城
、
ジ
ヤ

ガ
ー
ヌ
。
フ
ァ
イ
ト
の
四
チ

ー
ム
が
準
決
勝
に
進
み
、
学

友
対
亀
城
の
決
勝
戦
で
学
友

ク
ラ
グ
が
第
一
回
の
優
勝
を

と
げ
ま
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
有
終
中
学

校
校
庭
で
閉
会
式
を
行
い
初

の
優
勝
旗
と
市
長
杯
が
学
友

チ
ー
ム
に
、
二
、
三
、
四
位

各
チ
ー
ム
に
も
そ
れ
ぞ
れ
カ

ッ
プ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
証
書

市
内
の
第
一
号
は

松
尾
ま
き
さ
ん

　

川
民
年
金
の
請
求
手
続
は

調
順
に
進
み
、
既
に
市
内
の

一
、
二
三
九
名
の
お
と
し
よ

り
や
身
体
障
害
者
、
母
子
家

庭
の
方
の
受
付
を
終
り
県
へ

送
ら
れ
ま
し
た
、

　

県
で
は

一
日
も
早

く
「
年
金

証
書
を
お

手
元
へ
」

と
裁
L
t
y
業
務
を
急
ト
で
お
り

ま
す
が
。
十
一
月
二
十
四
日

そ
の
第
一
回
分
と
し
て
市
内

清
か
上
一
松
尾
ま
き
さ
ん
ほ

か
一
一
二
名
の
方
へ
証
書
が

届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
も
ど
ん
ど
ん
裁

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
そ
／
、
と
も
一
月
中
に
は
皆

さ
ん
方
全
員
の
お
手
元
へ
年

金
証
書
を
お
と
ど
け
す
る
こ

と
が
で
き
る
1
I
と
で
し
よ
う

△
新
し
く

　

年
金
を

　

臍
求
出

　

来
る
お

　

方
へ

今
年
の
十
一
月
二
日
以
降
新

し
く
年
金
を
受
け
る
1
1
と
が

で
き
乙
よ
う
に
な
っ
た
お
方

は
。
一
日
も
早
く
請
求
の
手

続
を
な
さ
れ
る
よ
う
係
で
は

お
待
ち
L
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
と

　

一
．
豚
、
牛
肉
輸
入
」

苦
肉
の
策
で
し
た

　
　
　
　

農
林
省

風
見
鶏

▼
一
九
五
九
年
も
師
走
の
風

が
吹
く
頃
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
一
年
間
の
大
野
市
に
関

係
し
た
主
な
も
の
を
挙
げ
て

み
る
と
。
二
月
へ
き
頭
、
大

野
市
制
以
来
の
大
選
挙
区
制

に
よ
る
議
会
選
挙
が
行
わ
れ

た
。
結
果
は
旧
を
改
む
る
に

余
り
変
り
は
な
か
っ
た
が
。

現
在
の
市
の
ほ
ん
と
う
の
姿

で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

▼
二
月
は
六
－
£
師
高
原
の
ス

￥
一
場
に
高
松
宮
殿
下
を
迎

え
て
中
日
大
会
は
盛
況
で
あ

っ
た
。
こ
れ
を
機
に
ス
キ
ー

場
の
整
備
は
着
々
と
進
行
し

て
い
く
の
は
何
よ
り
だ
。
▼

四
月
、
市
役
所
大
異
動
は
一

部
に
非
難
も
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
順
調
に
軌
道
に
乗
っ
た

よ
う
だ
・
続
い
て
五
月
、
国

保
の
窓
口
払
い
も
医
師
会
の

苦
情
も
あ
っ
た
が
、
双
方
の

協
調
も
あ
っ
て
順
調
に
運
ば

れ
て
ま
い
る
よ
；
だ
。
ｙ
ま
″
｝
戸

市
農
場
の
新
設
発
足
は
農
家

に
と
っ
て
期
待
と
将
来
の
一

層
の
結
ぴ
づ
け
を
固
く
し
た

続
い
て
越
美
北
線
の
レ
ー

ル
敷
設
が
始
め
ら
れ
た
。
現

在
は
大
野
駅
の
整
備
で
多
忙

を
硲
め
て
い
る
が
、
実
現
の

銘
に
っ
い
た
こ
と
は
何
よ
り

だ
。
▼
八
月
大
高
落
成
式
も

人
野
に
と
っ
て
の
最
高
の
教

育
殿
堂
だ
け
に
、
各
関
係
方

面
の
注
目
を
集
め
た
。
降
っ

て
九
月
、
市
金
庫
の
発
足
は

合
理
的
な
巾
財
政
上
の
運
営

の
一
環
と
し
て
注
目
し
て
よ

い
。
対
外
的
っ
ま
み
ぐ
い
の

弊
を
な
く
す
る
意
味
に
お
い

て
も
結
構
だ
と
歓
迎
す
る
向

き
も
あ
る
。
▼
九
月
二
十
六

日
照
心
的
な
伊
勢
μ
台
風
は

さ
き
の
十
二
号
台
風
と
共
に

合
計
七
億
の
被
害
復
旧
費
の

算
定
と
な
っ
た
。
苦
し
い
市

財
政
事
情
に
あ
り
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
復
旧
に
努
力
す
る

こ
と
は
並
大
て
い
で
は
な
い

が
、
着
々
そ
の
砧
に
つ
い
て

い
る
1
I
と
は
喜
ば
し
い
。
▼

最
後
に
こ
う
し
た
悪
条
件
下

に
あ
り
な
が
ら
、
大
野
市
全

体
の
上
で
は
昨
年
に
比
べ
て

一
万
七
千
法
の
回
米
が
増
え

た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
塚

原
、
木
本
地
区
の
開
拓
が
進

め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
▼

以
上
十
大
ニ
ュ
ー
ス
に
し
て

は
い
さ
さ
か
地
味
か
も
知
れ

ぬ
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
思
い

出
の
こ
も
る
建
設
譜
で
も
あ

る
。
去
る
年
来
る
年
を
想
い

め
ぐ
ら
し
て
光
栄
あ
れ
。

非
常
電
話
は
一
一
〇
番
へ



賀
状
は
早
目
に

　

あ
て
名
は
正
し
く

　

年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
は

十
二
月
十
五
日
か
ら
で
す
。

年
末
は
郵
便
物
が
大
変
こ
み

あ
い
ま
す
。
こ
み
あ
っ
て
き

て
か
ら
お
出
し
に
な
る
と
遅

れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
か

ら
次
の
こ
と
に
御
協
力
下
さ

い
。

・
1
年
賀
状
は
二
十
三
り
頃
ま

　

で
に
お
出
し
下
さ
い
。

ご
・
し
年
末
贈
筰
小
句
は
十
五
日

　

頃
ま
で
に
お
に
m
し
下
さ
ト

ー
4
心
を
‥
浬
く
確
I
よ
お
屈

　

け
す
る
た
め
に
、
小
心
に

　

荷
造
り
は
完
全
に
、
荷
し

　

を
二
枚
つ
け
て
下
さ
い
。

’
”
・
＾
郵
便
物
の
あ
て
名
は
正
し

　

く
ハ
ッ
キ
リ
と
子
供
さ
ん

　

や
同
居
人
あ
て
は
「
何
々

　

方
ご
と
尚
書
を
書
い
て
下

　

さ
い
。

・
今
年
賀
ス
タ
ン
プ
を
窓
口
に

　

備
付
け
ま
す
か
ら
せ
い
ぜ

　

い
御
利
用
下
さ
い
。

　
　
　
　

（
大
野
郵
便
局
）

自
衛
官
を
募
集

受
付
は
十
一
月

二
十
日
か
ら

　

陸
、
海
、
空
自
衛
官
の
第

四
よ
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

古
願
受
付
は

　
　

十
一
月
二
十
日
～
昭
和

　
　

三
十
五
年
一
月
十
匹
日

　

応
募
資
格

　

昭
和
十
年
三
月
二
日
か

　

ら
昭
和
十
七
年
三
月
一

　

日
ま
で
の
間
に
生
れ
た

　

も
の

採
用
試
験

　

昭
和
三
十
五
年
一
月
申

　

下
旬

申
込

　

市
役
所
お
よ
び
出
張
所

　

へ

好
評
の
年
賀
電
報
を

　

き
れ
い
な
用
紙
で
届
け
ら

れ
。
非
常
に
印
象
的
だ
と
好

評
の
年
賀
電
報
の
特
別
取
扱

期
間
が
次
の
よ
う
に
変
り
ま

し
た
。

　

特
別
取
扱
期
間

十
二
月
十
日
か
ら
十
二
月
二

十
八
日
ま
で
。

　

な
お
こ
の
料
金
は
期
間
中

十
五
牢
ま
で
三
十
円
で
す

市
営
住
宅
へ
入
居

十
二
月
一
日
か
ら

　

家
が
な
く
て
お
困
り
の
方

の
た
め
、
市
で
は
毎
年
市
営

住
宅
を
建
て
て
こ
れ
ら
の
方

々
の
便
宜
を
計
っ
て
い
ま
す

　

こ
ん
ど
小
山
地
区
下
舌
地

籍
に
二
十
戸
の
市
営
住
宅
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
．

　

十
一
月
二
十
一
日
抽
せ
ん

を
行
い
．
十
二
月
一
日
よ
り

入
居
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
．
写
真
下
舌
市
営
住
宅

庄
林
分
校
改
築

　

庄
林
の
分
校
は
校
舎
も
古

い
う
え
に
運
動
場
も
せ
ま
く

か
ね
て
か
ら
改
築
を
要
望
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん

ど
新
し
く
生
れ
か
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
平
屋
建
で
あ

っ
た
も
の
を
二
階
建
と
し
、

階
下
を
講
堂
、
階
上
を
教
室

と
し
、
運
動
場
恥
約
三
倍
に

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
総
工

費
二
三
〇
万
円
で
延
坪
数
三

三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
七
月

一
日
に
着
工
十
一
月
十
五
日

完
成
、
二
十
四
日
に
は
こ
の

新
し
い
校
舎
で
授
業
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

整
備
を
急
ぐ

六
呂
師
ス
キ
ー
場

　

馮
キ
i
・
ン
！
ズ
ン
を
聞
近

に
ひ
か
え
た
六
出
師
高
原
拓

興
会
（
稲
津
忠
右
衛
門
会
回

）
で
は
、
今
K
V
r
－
場
の
恰

備
に
聚
一
命
で
す
。

　

7
・
匹
I
リ
フ
ト
、
ヒ
ユ
ツ

テ
の
完
成
と
片
に
夕
I
一
と
も

県
下
随
。
の
子
や
I
場
に
と

十
一
川
十
九
‐
よ
り
ド
刈
り

作
7
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
リ
フ
ト
周
辺
に
｛
在

す
る
犬
…
打
も
れ
除
’
一
う
と
連

日
曝
破
作
業
が
す
す
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
育
の
作

叉
は
十
一
『
一
は
ト
で
終
り

生
れ
変
っ
た
よ
う
な
美
し
ト

斜
面
は
遠
／
ヽ
県
外
か
ら
も
訪

れ
る
7
キ
ー
ヤ
ー
を
よ
ろ
こ

ば
せ
る
1
1
と
で
し
よ
う
。

　

（
写
輿
ぱ
7
キ
ー
場
リ
フ
ト

　

…
伺
辺
の
下
刈
作
業
）

農
地
対
価
の
徴
収

　

毎
年
政
府
の
開
9
事
業
に

よ
り
農
家
に
売
渡
さ
れ
る
農

地
対
価
（
代
金
）
の
徴
収
は

次
の
よ
う
な
方
法
で
な
さ
れ

ま
す
。

①
農
地
代
金
が
五
千
円
以
内

　

の
と
き
は
全
額
一
時
払
。

②
農
地
代
金
が
五
千
円
以
上

　

の
場
合
は
年
賦
償
還
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
額
に
千

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と

き
は
そ
の
端
数
だ
け
が
一

時
払
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
五
、
三
〇
〇
円
の

場
合
は
五
、
〇
〇
〇
円
か

年
賦
償
還
三
〇
〇
円
が
一

時
払
と
な
り
ま
す
。

琴易率堺普及率は20．4％

佐開、蕨生水道の完成で
佐
開
、
蕨
工

水
落
三
部
簾

一
八
万
‥
‥
」
の

「
所
へ
粕
し

く
水
珀
が
引

か
れ
ま
し
た

巾
の
今
年
の

水
ぶ
唯
叉
の

ヽ
玉
縁
し
」
l
’
≒

八
川
盾
工
‐

来
酉
り
月
ぶ

　

I
』
l
l
φ
・
り
て
ご
敗
の
・

運
び
と
な
っ

た
も
の
で
、

総
工
費
千
万
口
五
ト
カ
円
、

そ
の
○
鍵
は
‥
天
花
丁
メ
ー

ト
片
に
も
な
り
ま
す
。

　

部
落
の
要
所
に
は
消
火
栓

も
取
付
け
ら
れ
、
非
常
の
場

介
に
備
え
、
明
る
く
改
善
さ

れ
た
台
所
に
流
れ
る
見
し
い

肌
に
I
～
仙
の
大
筒
は
則
る
ト

ま
だ
低
い
普
及
率

　

八
行
方
か
ぷ
唐
］
…
ｔ
の
水
I

叱
‥
一
支
状
況
ド
ー
の
と
お
り
て

そ
の
作
μ
I
～
惚
イ
｀
・
四
％

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
全
囚
的
に

見
れ
ば
ま
だ
ま
だ
低
率
で
今

嶮
ぎ
す
ま
す
努
力
し
な
け
れ

ご
な
り
ま
せ
ん
。

市
合
併
後
普
及
状
況

三
六
個
所
一
、
二
三
一
戸

給
七
人
口
六
、
八
九
三
人

汁
叉
率
一
五
％

簡
易
水
道
普
及
状
況

≒
野
巾

　

四
四
個
所
一
、
六
二
六

　

戸
給
水
人
口
九
、
三
七

　

三
人
汐
及
率
二
言
・
四

　

％
全
叫

　

八
、
七
〇
し
仙
所
給
水

　

人
‐
二
三
、
八
三
八
、
〇

　

四
仁
人
普
及
率
三
七
・

　

E
％

（
写
真
は
佐
開
貯
水
槽
）

郷
土
い
ろ

　

は
か
る
た

災
害
防
止
に
万
全
を

　

昭
和
三
十

三
年
中
に
、

大
野
市
で
は

三
十
件
の
火

災
が
あ
り
、

そ
の
損
害
額

は
約
千
二
百

万
円
、
件
数

金
額
と
も
に

県
全
体
の

割
弱
に
な
る
。
昭
和
三
十
年

九
月
、
市
に
消
防
署
が
で
き

現
在
三
台
の
消
防
自
動
車
と

二
十
余
名
の
職
員
が
常
時
警

備
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
に
各
地
区
に
八
分
団
四

百
余
名
の
消
防
団
が
あ
っ
て

消
防
自
動
車
、
ガ
ソ
リ
ン
ポ

ン
プ
等
三
十
余
台
を
も
っ
て

火
災
の
防
止
と
被
害
を
最
小

限
に
く
い
と
め
る
よ
う
万
全

を
期
し
て
い
る
。

会
長
に
滝
波
与
六
氏
ら

大
野
青
果

生
産

販
売

連
合
会
発
足

　

市
内
の
青
果
物
を
計
画
的

に
生
産
し
、
出
荷
を
図
り
、

適
正
円
溺
な
青
果
物
の
流
通

対
策
を
樹
立
す
る
た
め
、
市

内
の
農
協
を
主
体
と
す
る
大

野
青
果
生
産
販
売
連
合
会
が

結
成
さ
れ
、
十
月
二
十
日

そ
の
創
立
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

出
荷
組
合
規
約
、
予
算
案

な
ど
を
き
め
、
会
長
に
下
庄

農
鵬
長
滝
沁
与
六
氏
を
選
び

次
の
よ
う
に
役
員
の
選
出
を

行
い
ま
し
心
こ

∴
理
事

　

杉
本
憲
治
滝
波
与
六

　

林
二
見
飯
岡
彦
兵
衛

　

木
田
茂
西
川
文
右
衛

　
　
　
　
　
　

門

　

永
見
守
一
幅
眸
吉
武

△
監
事

　

松
原
勇

（
土
庄
）

つ
…
田
）

Λ
幹
事

　

山
出
秀
司
松
蔭
旭

ム
1
与

　

安
川
高
三
土
田
正

　

増
永
慶
三
郎

　

涌
井
良
太
郎
土
蔵
武
雄

　

山
田
宗
一
西
井
勇

　

大
久
保
利
雄

△
顧
問

　

大
野
市
長

十
月
中
に
は
青
果
市
場
も

完
成
す
る
の
で
、
十
二
月
一

日
よ
り
こ
の
連
合
会
の
手
に

よ
っ
て
市
場

運
営
が
始
め

ら
れ
ま
す
。

　

機
構
は
図

の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

大
野
市
青
果
生
産
販
売
連
合
会

井桝さんら81名
市の民生委員の改選

　

民
生
委

員
の
任
期

が
十
一
月

三
十
日
で

満
了
と
な

り
ま
す
の

で
、
全
国

一
斉
に
改

選
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
で
は

二
十
一
日

民
生
委
員

推
せ
ん
委
員
会
を
ひ
ら
き
人

格
識
見
高
く
、
広
く
社
会
の

実
情
に
通
じ
社
会
福
祉
の
増

進
に
熱
意
あ
る
次
の
方
々
を

推
せ
ん
す
る
こ
と
を
き
め
、

た
だ
ち
に
そ
の
手
続
を
と
り

ま
し
た
。
十
二
月
一
日
付
で

そ
れ
ぞ
れ
厚
生
省
か
ら
民
生

委
員
（
児
童
委
員
）
と
し
て

委
嘱
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

大
野
地
区
（
二
五
名
）

井
桝
憲
次
郎
大
沢
大
数

田
中
竹
次
郎
北
野
ひ
さ
を

武
田
ひ
さ
斎
藤
甚
作

脇
本
栄
三
山
内
ま
す
え

石
本
登
美
永
見
守
一

堀
正
猪
島
逸
男

芝
田
重
助
松
谷
正

宮
田
準
田
中
藤
一

橋
木
与
一
二
宮
竜
厳

赤
星
龍
顕
朝
比
奈
祐
明

松
田
敬
蔵
中
沢
勉

川
崎
よ
し
の
尾
崎
啓
二

坂
井
保

　

下
庄
地
区
（
一
二
名
）

竹
根
主
計
林
源
助

佐
々
木
龍
夫
斎
藤
正

面
屋
い
へ
加
藤
善
右
衛

　
　
　
　
　
　

門

山
口
治
郎
右
衛
門

松
島
清
金
森
照
子

西
田
清
室
谷
保

玉
村
信
子

　

乾
側
地
区
（
五
名
）

谷
川
庄
左
衛
門

北
ミ
ネ
つ
い
吉
川
忠
左
衛
門

北
村
は
つ
せ
飯
田
茂

　

小
山
地
区
（
六
名
）

大
谷
忠
次
泉
き
み

佐
々
木
さ
な
え
安
間
義
雄

田
中
菊
松
田
中
新
一

　

上
庄
地
区
（
一
二
名
）

石
黒
又
栄
権
守
七
太
郎

出
村
土
松
安
川
砂

山
田
八
千
代
石
田
藤
吉

松
井
君
子
植
田
雪
森

斎
藤
久
代
岡
田
犬
治

上
田
実
安
川
操

　

富
田
地
区
（
十
名
）

常
見
憲
馬
帰
山
小
太
郎

斎
藤
八
郎
兵
衛
印
牧
七
郎

松
田
志
づ
ゑ
龍
川
秩

尾
崎
ハ
ル
榎
一
男

松
山
ひ
で
を
広
瀬
チ
サ
ト

　

阪
谷
地
区
（
七
名
）

稲
津
忠
右
衛
門
中
出
珍
蔵

原
愛
子
岸
本
貞
子

多
田
う
め
中
山
茂

中
村
秀
治

　

五
箇
地
区
（
四
名
）

岡
一
一
男
治
林
金
之
助

加
藤
稔
原
ひ
さ
ゑ

恵
ま
れ
な
い
方
へ

温
い
心
を

歳末の助け合い

年
の
函
も
近
づ
き
ま
し

た
．
寒
さ
も
臼
毎
に
き

ぴ
し
く
な
っ
て
、
身
寄

も
な
く
働
ら
く
こ
と
も

出
来
な
い
年
よ
り
や
子
供
の

た
め
に
。
皆
さ
ん
の
温
い
心

を
寄
せ
て
下
さ
い
。

　

市
で
は
毎
年
恵
ま
れ
な
い

方
の
た
め
に
歳
末
の
助
け
合

い
運
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
も
叉
皆
様
の
温
い

心
で
こ
れ
ら
薄
幸
の
人
た
ち

に
楽
し
い
お
正
月
・
シ
迎
え
て

も
ら
う
よ
う
、
こ
の
運
動
を

す
す
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

近
い
う
ち
に
区
長
さ
ん
か

ら
同
情
袋
を
各
家
庭
に
配
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
か
ら
そ
の

中
へ
お
金
二
〇
円
以
上
又
は

米
二
合
以
上
を
入
れ
て
御
協

力
下
さ
い
。

新
し
い
官
公
街
の
出
現

巾
内
の
官
庁
街
と
云
わ
れ
る
通
称
柳
町
は
。
い
ま
官
庁

の
新
築
で
賑
っ
て
お
り
ま
す

大
野
税
務
署
庁
舎
。
福
井
地

方
法
務
局
大
野
支
局
、
職
業

安
定
所
な
ど
の
建
物
が
年
内

竣
工
を
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
近
代
的
な
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
明
る

い
建
物
で
、
時
代
的
な
大
野

裁
判
所
の
建
物
と
対
昭
的
で

市
内
官
公
街
の
面
目
を
一
新

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

写
真
（
上
）
法
務
局

　
　

（
下
）
建
築
中
の
職
業
安

　
　
　
　

定
所

「
市
報
の
発
行
を
早
く
」

　

と
の
声
に
お
答

　

最
近
市
報
の
配
布
が
お
そ

く
て
困
る
と
の
御
意
見
が
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
な
る
べ
く
毎

月
一
日
発
行
を
期
し
て
努
力

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
そ
く
と
も
五
日
頃
ま
で
に

は
出
張
所
へ
送
ら
れ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
十
日
前
後
に
配

布
さ
れ
な
い
と
き
は
市
の
総

務
課
又
は
出
張
所
へ
お
問
合

せ
下
さ
る
よ
う
お
願
し
ま
す

公
衆
電
話
だ
よ
り

◇
こ
ん
ど
市
役
所
の
前
に
公

　

衆
電
話
ホ
ッ
ク
馮
が
設
け

　

ら
れ
ま
し
た
。
御
利
用
の

　

程
を

◇
こ
れ
ま
で
二
番
上
（
銅
子

　

菓
子
店
隣
り
）
に
あ
つ
た

　

公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
K
t
f
取

　

除
か
れ
ま
し
た
が
、
簡
易

　

公
衆
電
話
と
し
て
銅
子
菓

　

子
店
内
に
備
付
け
ら
れ
て

　

あ
り
ま
す
か
ら
ど
う
ぞ
御

　

利
用
下
さ
い
。

家
庭
を
明
る
く

適
度
の
照
明
を

　

ど
こ
の
家
庭
で
も
室
内
の

装
飾
や
調
度
品
に
は
ず
い
分

気
を
配
る
私
た
ち
も
、
室
内

の
照
明
に
は
案
外
無
関
心
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
切
な
目
を
守
り
明
る
い

生
活
を
楽
し
む
た
め
に
、
次

の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
ま
し

ょ
う

①
よ
い
照
明
と
は
十
分
な
明

　

る
さ
が
あ
り
、
そ
の
明
る

　

さ
に
む
ら
の
な
い
こ
と
。

　

ま
ぶ
し
さ
の
な
い
こ
と
が

　

大
切
で
す
。

②
居
間
や
勉
強
室
の
適
当
な

　

明
る
さ
は
大
体
次
の
と
お

　

り
で
す
。

広さ光源
白熱球 螢光灯
笠付 簡易型包囲型 天井埋

四畳半 60W 20W2ろ0W120Wろろ0W120W440W2

六畳 75W 20W2 20Wろろ0W220Wろろ0W2

八畳 100W ろ0W220W320W440W240W2

十畳 100W ろOWろ ろ0W440W240Wろ

③
ま
ぶ
し
さ
を
な
く
す
る
た

　

め
に
電
灯
に
は
必
ず
笠
を

　

用
い
ま
し
よ
う
。

④
電
気
ス
タ
ン
ド
だ
け
で
勉

　

強
す
る
と
目
が
疲
れ
ま
す

　

勉
強
に
は
へ
や
全
体
の
照

　

明
と
ス
タ
ン
ド
が
合
理
的

　

で
す
。

⑤
テ
レ
ビ
を
見
る
と
き
は
必

　

ず
電
灯
を
つ
け
て
、
部
屋

　

を
あ
る
程
度
明
る
く
し
て

　

見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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